
1 

 

会 議 録 
 

会議の名称 

 

 

第９期１１月期 小金井市地域自立支援協議会 全体会 

 

 

事務局 

 

福祉保健部 自立生活支援課、小金井市障害者地域自立生活支援センター 

 

 

開催日時 

 

令和７年１１月１２日（水） 午後７時００分から午後８時００分まで 

 

 

開催場所 

 

前原暫定Ａ会議室 

 

 

出席者 

 

 

【委員】 

（会場参加） 

室岡利明委員（会長、社会参加・就労支援部会長）、佐々木宣子委員（副会

長、相談支援部会長）、浅野貴博委員（障害者支援施設検討部会長）、村松

広美委員、林由紀委員、荒木浩委員、近江屋哉子委員、中村裕子委員、川

田義廣委員、金塚恵美子委員、田口重和委員、荒井康善委員、田村忍委

員、尾島聖子委員、山本善万委員 

（WEB 参加）佐々木由佳委員 

（欠席）長岡好委員、山崎美喜委員、塚口敏彦委員、戸田重央委員、田形

大輔委員（田形委員は全体会のみ欠席） 

【事務局】 

自立生活支援課障害福祉係長 

小金井市障害者地域自立生活支援センター 

 

 

会議内容 

 

第９期１１月期 小金井市地域自立支援協議会 全体会 会議録のとおり 
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（会長） 

ただいまから第７回小金井市地域自立支援協議会全体会を開催いたします。 

まず、本日の欠席委員の報告を事務局からお願いいたします。 

（事務局） 

本日、長岡委員、山崎委員、田形委員から欠席のご連絡をいただいております。

また、塚口委員及び戸田委員がお見えになっておりません。 

また、佐々木委員にはオンラインにて参加いただいております。小金井市地域自

立支援協議会設置要綱第６条第２項、協議会の開催には半数以上の委員の出席

が必要とありますが、本日は２１名中１６名の委員の出席がございますので会

が成立いたしますことをご報告いたします。 

（会長） 

次に配付資料の確認を事務局からお願いいたします。 

（森谷係長） 

１点目が次第、続いて資料１「障害者の定義・解説」、資料２「障害者の定義・

解説６」、 「資料３虐待の定義 ・条及及び解説」、資料４ 「基本理念 ・条及及び解

説」、資料５「合理的配慮・解説」、資料６「教育・条及」、資料７「特定相談・

解説」、資料８「付則・条及及び解説」資料９ 「令和７年度障害者週間イベント

ポスター」、資料１０－１ 「自立支援協議会ブース掲示物」、資料１０－２ 「自立

支援協議会ブース配布物」、資料１１ 「小金井市地域自立支援協議会報告書（案）」。

以上です。 

（会長） 

それでは次第の３議題の⑴、各部会からの報告です。 

社会参加・就労支援部会からの報告です。 

（社会参加・就労支援部会長） 

９月期ですが意思決定支援の側面が非常に強い就労定着支援サービスの実効性

を担保するために相談支援事業者の皆様の意見も非常に重要になると確認した

ところです。 

市内の相談事業者の皆様にオブザーバーとして専門部会に参加をしていただい

て、この新サービスに関するご意見を伺いました。 

参加いただいた事業者の皆様からは、サービスの趣旨は理解できるものの、長い

伴走支援に対応できるリソースの不足や、設定された 1 ヶ月という短期間での

十分なアセスメントが可能なのかといった懸念がされる一方で、どういった条

件が揃えば、この地域においても新しいサービスに対応できるのかといったポ

ジティブな視点から検討を重ねていくという重要性を再確認しております。 

その中で、引き続き事業に関する理解度を上げていくための方策やコスト、人材

育成、ノウハウの移転それから利用者の関係性、機関連携などの課題について引
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き続き論議していくということになりました。 

本日の専門部会においては、実際にオブザーバー参加していただいた相談事業

者の皆様から、非常に取り扱っている件数が多く、さばききれないというような

話は、計画相談を行っている事業者そのものが少なく、小金井市ではそういう状

況にあって、余力がないことに起因するという意見も中にはありました。 

この事業は非常に利用者の意思決定支援を助ける事業なので、それをやれば点

数がつくと言われている事業ですので、やってもやらなくてもいいという議論

になりがちですが、やはり意思決定支援ですから、しっかりとやっていかなけれ

ばならないと社会参加・就労支援部会で統一した見解としております。 

相談事業者の方に頼ることがなかなか難しい状況の中で、１つの既存のセンタ

ーに相談部門をしっかりお任せをして、伴走支援も含めて対応していただくこ

とが小金井方式として一番いいのではないか、また、そこに対して、市として積

極的に人的、建物、機材等々含めた委託というところでしっかりとしたものがな

ければこの事業は成り立っていかないので、そのようにしていきたいと、今日こ

のような議論をして終了をしております。 

社会参加・就労支援部会からの報告は以上です。 

次に相談支援部会長からの報告をお願いいたします。 

（相談支援部会長） 

９月期の相談支援部会では、相談支援事業所の現状と課題について共有と洗い

出しを行いました。全体的に人員不足となっている中で、求人にも思うような応

募がなく、育成しようにも、資格の要件となる研修の受講ということ自体が難し

いために人員が不足しており、１人１人の相談支援専門員にかかる負担が増大

していると確認しました。 

また、提示できるサービスの選択肢が少なく、利用者さん 1 人 1 人にかけるこ

とができる時間やパワーも限られてしまうというジレンマに、どの事業所も直

面しているという現状も共有できました。 

現在、この地域で活動している相談支援専門員の数は、計画数はとしては充足し

ているが、一方で他業務を兼務している方もおり、実際には計画でイメージして

いるような働きができてはいないのではないかという指摘も提示されました。 

このような課題の解決には、決して１回部会で話し合っただけでは、提案という

までには至っていませんが、論点を整理するためにも必要となるサービス量の

概要や規模感など指標として、用意して進めることが必要ではないかと確認さ

れております。 

先ほどの社会参加 ・就労支援部会の報告とも重なるところですが、相談支援事業

所に余力がないということが同じように確認されました。 

本日はそのような中で何か工夫のしようはあるのかというのを、委員の皆様に
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ご発言いただいた中で、前回、高齢介護分野では記録の工夫が必須であると意見

を頂き、ＩＣＴをどのように工夫しているのか、田口委員にご紹介いただきまし

て委員の皆さんで協議したところです。 

高齢介護分野は、医療との結びつきがかなり大きく、障害福祉とは同等な考えで

進めるというのは難しそうではありましたが、例えば、機器を導入するにあたっ

ての課題や、どうやったら少しでも効率化できるのだろうという考え始めるき

っかけにはなると思いますので、記録や業務の効率化というところも、今後の課

題として提案していくことが必要と確認しております。 

これらも受け、年度の当初に相談支援事業所の皆様にアンケートを自立支援協

議会の相談支援部会としてお願いし、実際どのような困難を感じているのかを

まとめるというのはどうかと話が出ましたが、相談支援事業所連絡会とのやり

取りもある中で、アンケートを実施するのはどうだろうという話も出ています。 

委員の皆様にも、確認し、今年度終わりで、まず、そのアンケート案を練り、来

年度に向けて引き続き検討していきたいと考えております。 

以上になります。 

（会長） 

ありがとうございました。 

次に障害者支援施設検討部会長からのご報告をお願いいたします。 

（障害者支援施設検討部会長） 

施設検討部会では、昨年度今年の１月中旬に武蔵野会小平福祉園へ２班にわか

れて視察に行きました際の資料を事務局で作成していただき改めて共有を９月

に行いました。 

その際に、小平福祉園以外にも視察をしたいというような声がありまして、事務

局で候補の選定を進めて、来週の金曜日に及京区にありますリアン及京という、

同じ武蔵野会の施設ですけれど、ここに行くこととなっています。 

その資料を事務局で作ってくださってどういった質問をしたいかなど確認をし

ました。 

これまでの施設検討部会の中で、５月に当事者 ・ご家族向けのアンケートと事業

者向けのアンケートを実施し、その中で出てきた意見もこの施設検討部会で出

てきた課題と重なるところがたくさんあり、小金井市で求められる施設の機能

面や、施設の定員でいうと、大体３０人から４０人ぐらいがいいのではないかと

いう意見が出ています。 

また、立地が課題になり、小平福祉園はかなり広大な敷地に平屋の建物があり、

野菜を作る畑などもありました。 

そういった事情もあり小金井市で作るとしたらという現実的なことを踏まえて、

リアン及京以外にどこか２施設視察にということで、候補をいくつか挙げてい
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ただいた中で、今日それぞれの意見を聞いて、これから調整をしていくこととな

りました。 

今日は、いつにも増して傍聴の方がたくさん来てくれましたが、私の配慮が足り

ず、事前に意見提案シートを共有することができなかったので、とても大事な意

見なので時間取らせていただき、この場で共有できればと思います。 

必要なところだけ読み上げたいと思います。 

私達は高次脳機能障害者の家族および支援者です、現在小金井市内には高次脳

機能障害者が優先的に入所および利用できる支援施設や拠点がなく、本人及び

家族が他の自治体所在の施設を探すのに大きな労力を要しています。交通事故

や転倒による外傷および脳梗塞や脳出血などの疾患により脳機能に障害が発生

した場合、外見では障害があることがわかりにくく、周囲の理解を得られにくい

といった問題があります。 

こうした高次脳機能障害は、外見だけではわからない、見えない障害であり当事

者によって症状が千差万別であるとともに、治療、リハビリ計画はもとより生活

指導、就労支援等についても、きめ細やかなものが必要とされる特性を有してお

ります。先ほど説明したように、リアン及京の他にも施設の見学を考えているこ

とを受けまして、希望として今後の施設や検討につきましては、高次脳機能障害

者に係る施設拠点もぜひ加えていただきますようお願いいたします。というご

意見をいただいて、候補の施設をいくつか挙げていただいております。 

以上です。 

（会長） 

ありがとうございました。 

全ての部会からの報告が終了いたしました。 

補足事項やご報告に関するご質問等ございましたら挙手の上お願いいたします。 

よろしいでしょうか。 

それではですね次第に沿って議事を進めます。 

次に議題の⑵、事務局からの報告です。 

事務局からお願いいたします。 

（事務局） 

本日事務局からの報告に関しては特にございません。 

以上です。 

（会長） 

ありがとうございました。 

それでは協議事項の議題⑶の協議事項でございます。 

障害のある人もない人も共に学び共に生きる社会を目指す小金井市条例の見直

し案についてです。それでは事務局からお願いいたします。 
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（事務局） 

９月１７日に開催した前回の全体会におきまして第１回および第２回差別解消

委員会における検討状況を報告したところですが、その後１０月８日に第３回

差別解消委員会を開催し、障害者の定義虐待の定義、基本理念、合理的な配慮、

教育、特定相談に関し条及または解説の見直し案を検討いたしました。 

検討の結果、見直し案として作成したものが資料１から資料７でございます。 

また、その後事務局におきまして改正条及の附則の案を資料８の通り作成いた

しました。 

今後の予定といたしましては資料１から資料８までについて当事者団体や家族

会等の関係団体にアンケート調査を行い令和８年１月２８日に開催予定の第４

回差別解消委員会でアンケート結果を踏まえ、改めて協議する予定となってお

ります。 

資料をご覧いただき何かご意見がございましたら、１２月中に事務局までご連

絡いただければ、アンケート結果とあわせて参考にさせていただきたいと思い

ますのでよろしくお願いいたします。 

説明は以上です。 

（会長） 

ありがとうございます。 

事務局から差別解消委員会における検討状況の報告がございました。 

資料１から８までの見直し案を作成したというところでございます。 

見直し案についてご意見等は１２月まで可能ということですので今日の時点で

何かご意見やご質問等があればお受けしたいと思いますいかがでしょうか。 

全部見るという事はなかなかこの場では難しいと思いますので、お持ち帰りい

ただいてよく読んでいただいた上で、事務局にメールや電話等でご連絡をいた

だければと思います。よろしくお願いいたします。 

それでは次の協議事項に移りたいと思います。 

令和７年度障害者週間ブース出展についてです事務局からご説明をお願いいた

します。 

（事務局） 

協議に入る前にご報告をさせて頂きたいと思います。 

資料９をご覧ください。こちらは１２月６日に開催を予定しております障害者

週間のスペシャルイベントのチラシおよびポスターでございます。 

当日開催予定のイベントにつきまして実行委員会で作成したものになります。 

例年は午前の部を自立支援協議会で実施していましたので、チラシおよびポス

ターの内容につきましても協議事項としておりましたが、今年度からブース出

展に変更したため報告のみとさせていただきました。 
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イベントの内容としては、午前の部はインクルーシブ公園の取り組みに関する

トークセッション。午後の部は、デフリンピックに関する講演や手話ダンスなど

となっております。 

なお、自立支援協議会につきましてはチラシの一番下の部分に協力という形で

記載をしております。 

続いてブースへの出展物についてです。 

前回の全体会におけるご意見を踏まえ掲示用のシンプルなものと、配布用に詳

細を記載したものの２種類を作成いたしました。 

資料１０－１をご覧ください。こちらは掲示用に作成した案でございます。 

イラストにつきましては、第８期の委員の方が第８期報告書の表紙用に書いて

くださったものをご本人のご了承をいただいた上で転用をしたものでございま

す。 

このイラストには花や葉だけではなく、根元をしっかりと見て、地域のみんなで

水をやることでいいものが育っていくという思いが込められているとのことで、

地域の関係者が連携して支援していく体制を整備するという自立支援協議会の

役割にも繋がるものと思い、今回使わせていただきました。 

自立支援協議会の詳細につきましては、配布物のみではなく、市のホームページ

もご覧いただけるよう、ＱＲコードもつけております。 

次に資料１０－２をご覧ください。配布用に作成した案でございます。 

本協議会の設置目的、委員の構成組織図および協議事項を記載しております。 

こちらの２点については１１月２０日に開催予定の障害者週間実行委員会で了

承を得たいと思っております。 

説明は以上です。 

（会長） 

ありがとうございました。 

ただいま事務局からご説明がございましたが１１月２０日開催の実行委員会で

この内容で了承を得たいということですので、本日の協議会で内容等について

決定をしていきたいと思いますが、本日決まらないようであれば、会長預かりと

いうことにさせていただいて、その後は事務局と調整の上、私に一任していただ

くという形で進めたいと思いますがその点につきましてはよろしいでしょうか 

皆さんうなずいていただけているというところで、了承いただいたところとさ

せていただきます。 

では改めて何かこの当日の資料につきましてご意見ご質問等あればお願いしま

す。 

尾島委員、お願いいたします。 

（尾島委員） 
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この資料についてではないのですが、午前中の部でトークセッションに登壇さ

せていただくので、ぜひ皆さんお越しいただければと思います。 

以上ですありがとうございます。 

（会長） 

ぜひ来てほしいということでしたので、よろしくお願いいたします。 

事前申し込みですのでよろしくお願いしたいと思います。 

内容的には皆さんいかがでしょうか。 

お願いします。 

（委員） 

非常にこれいいと思いましたが、ただ一つだけ上の次のところ自立支援協議会

はという及書が気になりました。 

これを読んでぱっと頭の中に収まらない感じがします。 

障害者の地域における生活を支えるため、関係機関のネットワークに、このネッ

トワークというものがすとんと入ってきませんでした。 

（会長） 

ありがとうございます。特にこの関係者のネットワークというところ、なにか平

易な日本語の方がいいような気もしますが、何かいい案とかございますか。 

なかなか出づらいと思いますが、この部分を変えていくっていうところでご指

摘をいただいたので事務局と私とで及言を考えさせていただいて、出させてい

ただくということでよろしいでしょうか。 

（委員） 

ネットワークという言葉を変えるとしたら、会長がおっしゃられた連携とか協

力というような言葉になると思いますがより密にというニュアンスを押し込め

るのであれば、協働が頭に浮かびましたのでお伝えいたしました。 

（会長） 

他に何かございますか。 

（事務局） 

一点ご説明をさせていただければと思いますが、こちらに書かれた及章につき

ましては引用元がございまして、自立支援協議会の設置要綱の第１条に規定を

されております設置のいわば目的に当たる条及をそのまま引っ張ってきている

というところでございます。条及になりますので言い回しとしては少し堅苦し

い所もあるかとは思いますが、そのような趣旨でそのまま引用させて頂いたと

ころです。 

（会長） 

何か他にご意見ございますか。 

なければ私に預からせていただいて、事務局と決定をして、当日お出しをさせて
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いただければと思いますのでよろしくお願いいたします。 

その後、１１月２０日の障害者週間の実行委員会の方で了承を得たいと思って

おりますのでどうぞよろしくお願いいたします。 

当日の人員配置について前回全体会で、説明員として誰か必要かという話題に

もなりましたが、どなたかご意見等ございますか。 

特段なければ、展示だけ行って何かの質問を受けるようであれば、事務局で対応

する形でも良いかとは思いますがいかがでしょうか。 

そのような形でよろしいでしょうか。 

特段人員配置はせず、事務局におまかせするという形にしていきたいと思いま

す。 

次の協議事項に移りたいと思います、第９期小金井市自立支援協議会の報告書

についてです。事務局から説明をお願いいたします。 

（事務局） 

自立支援協議会では毎期２年間の活動を報告書にまとめることになっておりま

す。 

第９期の委員の皆様につきましては令和８年４月３０日、来年の４月末までが

任期となっておりますが、あらかじめ計画している会議としては令和８年３月

１１日の全体会が今期最後の協議会となりますので、そこで報告書をまとめた

いと思っております。 

資料１１をご覧ください。 

こちらはこれまでの報告書と同様の体裁で今期の内容に係る部分を空白の状態

にしたものでございます。今後の進め方といたしまして本日、体裁についてこれ

までと同様に作成することについてご承認いただけましたら、事務局で今期に

係る内容を記載したたたき台を作成いたしますので、令和８年１月２１日開催

予定の専門部会においてご協議いただきたいと思います。 

その後、協議結果を踏まえて調整し、令和８年３月１１日開催の予定の全体会に

おいて協議の上、ご承認いただきたいと思います。 

なお報告書には、３月１１日の全体会の協議事項も掲載いたしますが、その時点

ではその部分を空欄にした状態でご協議いただき、完成版を作成する際に埋め

る形を取らせていただきますので、あらかじめご了承ください。 

説明は以上です。 

（会長） 

ただいま事務局からご説明をいただきました。 

報告書案はあくまでも体裁、こういう体裁でいきますという案でございます。 

この体裁につきましてはこれまで同様のものになっておりますのでなっていま

すが、これについてご意見等ありますでしょうか。 
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同様の体裁の方が過去をさかのぼっても読みやすいと感じているところでござ

います。 

体裁につきましては、ご異議なしというところでよろしいでしょうか。 

それでは事務局でたたき台を作成頂ければ思います。よろしくお願いいたしま

す。 

次に進め方についてです。 

１月の部会で確認して、３月の全体会で確定したいというところでございます。 

１月は部会ですので部会の協議事項の確認や、部会としての引き継ぎ事項が中

心になるかと思いますが、全体に関わる部分について、３月の全体会で確認の上、

協議するという形になるかと思いますがそのような進め方でよろしいでしょう

か。 

１月は、部会のところを協議していただき、全体案が出来上がった段階３月の全

体会で確認するということになります。 

はいよろしいそれでよろしいでしょうか。 

最後に現時点でご意見ご質問等があればお願いします。 

ないようですので次の議題に進みたいと思います。 

次に議題の⑷その他です。 

事務局からございますか。 

（事務局） 

事務局からは特にございません。 

以上です。 

（会長） 

ありがとうございます。 

それでは皆様から何かございますか。 

それでは次第４、次回の開催日についてです。 

事務局から説明をお願いいたします。 

（事務局） 

次回は令和８年１月２１日に専門部会・合同部会がございます。開催時間が本日

より１時間早く１７時からとなっておりますので、間違いないようにご注意く

ださい。 

会場につきましては社会参加就労支援部会が前原暫定集会施設Ａ会議室、相談

支援部会は本町暫定庁舎第１会議室、障害者支援施設検討部会は本庁暫定庁舎

第３会議室となっております。 

なお、部会終了後１８時からを目安に、前原暫定集会施設Ａ会議室において合同

部会を開催します。 

部会長以外は任意参加となりますが、ご都合のつく方はぜひご参加ください。 



11 

 

また会議ではございませんが、先ほど委員の方からご紹介ありましたように、１

２月６日に宮地楽器ホールにおきまして障害者週間スペシャルイベントが開催

されます。今年度は協議会としての催しはございませんが、ぜひご参加ください。 

事務局からは以上でございます。ありがとうございます。 

事務局からの説明が終わりました。専門部会につきましてはそれぞれ会場が異

なっておりますので、間違えないようにお願いいたします。 

委員の皆様から何かご質問等ございますか。 

（委員） 

よろしいでしょうか。 

第１０期の委員の選考について事務局としてどう進めていくお考えをお持ちで

しょうか。 

（事務局） 

まだ現状では詳細等決まっていないところでございます。元々この要綱の中で、

ご参加いただく委員の皆様につきましてはどういった団体を代表されていらっ

しゃるのかということが決まっているところではございますので、そういった

各関係団体と調整の上決定して参りたいと考えております。 

（委員） 

目処はいつぐらいをお考えでしょうか。 

（事務局） 

現状ですと、まだ時期的なところも含めて検討中でございますので、今のところ

申し上げることはできませんが、決まり次第、協議会でもご報告させていただけ

ればと思います。 

（委員） 

承知いたしました。ありがとうございます。 

（会長） 

ご質問等ございますか。なければこれで終了したいと思います。 

第７回小金地域自立支援協議会全体会を終了します。 


